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　島原市有明町大三東地区の海岸を歩くと、「鰡供養塔」と刻まれた石碑が建っ
ています。文字どおりボラを弔うための碑ですが、その建立には地域の歴史的な
出来事が関わっていることをご存知でしょうか？
　有明海に面した島原半島沿岸では、古くから「スクイ」と呼ばれる潮の干満差
を利用した定置漁法が盛んに行われていました。この漁法は、自然の力を生かし
ながら生活の糧を得る、地域の知恵の象徴でした。明治12年（1879年）1月2日
の早朝、そのスクイの一つに、かつて例のないほどの大群のボラが入り込みまし
た。その量は実に約140トン。想像を絶する大漁に、浜には多くの見物人が集ま
り、地域の人々は総出で引き揚げにあたりました。作業は4日間におよび、地域
の一大騒動となったと伝えられています。のちに「ボラどん」と呼ばれることに
なったスクイの所有者である松本栄三郎さんは、ボラに対し感謝の心を示したい
と考えました。そしてちょうど2年後の明治14年（1881年）の正月、魚霊を慰
め、自然の恵みに報いるために「鰡供養塔」を建立しました。その土台には、当
時スクイで使われていた丸石が据えられ、往時の姿を今に伝えています。
　現在、このボラを捕らえたスクイは姿を消していますが、この出来事は地域の
民話として、今も小学校などで語り継がれています。「鰡供養塔」は、ただの石
碑ではなく、地域の記憶を象徴する文化遺産といえるでしょう。

問合せ先
島原半島ジオパーク協議会
☎ 65 - 5540

○島原図書館
　( ☎ 64-4115)
▶開館時間　９時～ 18時
　※金曜 20時まで

○有明図書館
　( ☎ 68-5808)
▶開館時間　９時～ 18時

図書館へ行こう!

▶休館日 
　毎週月曜日
　31日(土)資料整理日

▶休館日
　毎週火曜日
 （祝日の場合は翌水曜日）
　13日（火）～22日（木）
　特別資料整理日
　31日(土)資料整理日

ぼら

今月の新刊

【作者紹介】石田夏穂（いしだ・かほ）
埼玉県生まれ。「我が友、スミス」で第45回すばる文学賞佳
作となりデビュー。ほかの著書に「ケチる貴方」「黄金比の
縁」など。

『緑十字のエース』
みどりじゅうじ

石田　夏穂/ 著（双葉社）

　元エリートの浜地は、中堅ゼネ
コンの契約社員となり、建設工事
現場の安全衛生責任者を任される。
浜地の教育担当となった松本は、度
を越えた厳しさで安全指導をする男
で…。『WEB小説推理』掲載に加
筆、訂正。

【内容紹介】 　今回は、島原市文化財保存活用地域計画で整理した雲仙岳や有
明海によってもたらされた歴史文化の特徴の三つ目「雲仙岳と有
明海に囲まれた里とまちの発展」の概要をご紹介します。
　雲仙岳の噴火によって形成された地形や有明海に面した土地を
利用した人々の生活は、有明町大三東の大野原遺跡や礫石原町の
礫石原遺跡などから縄文時代には行われていたと判明しており、
湯江地区や大三東地区、三会地区、杉谷地区を中心とした里の文
化が形成されました。後に農耕に関わる神社が各地に建てられ、
また、風除祭などの農耕儀礼が現在でも受け継がれています。中
世になると浜の城（現中央公園周辺）付近の島原の港が、南蛮貿
易の重要拠点の一つとして組み込まれ、森岳地区や霊丘地区を中
心として、まちの文化が発展しました。近世には、島原城の築城

と城下町、殿様道路や三会往還
と呼ばれている島原街道の整備
が行われ、現在も町割りや生活
道路として残っています。それ
れぞれの地域らしさが相互に関
わりを持ち地域の人々によって
大切にされ続けているのです。

ふるさと再発見
「歴史文化の特徴を知ろう」

（雲仙岳と有明海に囲まれた里とまちの発展）

問合せ先　文化財課

はまち

島原市空撮

おおのばる

大漁への感謝を刻む石碑
～松本栄三郎さんが建てた鰡供養塔～

※両館の年始のお休み、１月１日(木)～３日(土)

自衛官など採用試験
○自衛官候補生
　18歳以上33歳未満
　年間を通じて受け付けています。
○自衛隊奨学生
　学校教育法に規定する大学、高等専
　門学校、専門学校またはこれらの学校
　に相当する外国の学校において、理
　学、工学、文学（語学）または法学を専
　攻している人（今後専攻しようとして
　いる人を含む。）で、26歳未満（大学
　院在学者は28歳未満)
　1月30日（金）
▶試験日　2月21日（土）
　　 自衛隊島原地域事務所(☎６２-３７５９)

「県政モニター」募集中！
～WEBアンケートにご協力ください～
　皆様の声を県政に反映させるため、
県が実施するアンケートにインターネッ
トでお答えいただく「県政モニター」を募
集しています。
　県内在住で15歳以上
　※中学生は除く
　約350人
▶任期　令和8年4月～令和10年3月
　2月15日（日）
　回答状況に応じてQUOカードPayを
　進呈します。
　県民センター（☎095-894-3441）

島原病院正規職員（地方公務員）募集
　①看護師　約３人
　②介護福祉士　約１４人
　①昭和62年４月２日以降に生まれた
　　人で免許を有する人または令和８
　　年春までに免許取得見込みの人（専
　　 門看護師・認定看護師は年齢不問）
　②令和８年４月１日時点で満６１歳以
　　下の人で介護福祉士の資格を有
　　する人または令和８年春までに免
　　許取得見込みの人
　１月２１日(水)　17時必着
▶試験日　１月３０日（金）
　　　　　作文・面接試験
※適性検査はｗeb（パソコン）で
　自宅などで受検

▶採用予定日　令和８年４月１日以降
　（試験に合格した人は、長崎県病院企
　業団職員として採用されます。職員の
　身分は地方公務員となります。）
　長崎県島原病院　総務係　　
　（☎095７-６３-１１４５）

農業委員および農地利用最適化推進
委員の推薦・募集を行います
　委員の任期満了に伴い、推薦の受付
および募集を行います。　
　受付　１月１９日（月）～２月２０日（金）
　農林課または農業委員会事務局に備
　え付けの書類に必要事項を記入の
　上、持参または郵送（2月20日必着）
　してください（推薦・募集書類は市
　ホームページからダウンロード可）。
　農業委員 19人、推進委員19人
※両委員の兼務はできませんが、
　両方の候補者となることはできます。
○農業委員
　農業に関する識見を有し、農地利用の
　最適化の推進に関する事項、その他の
　農業委員会の所掌に属する事項に関
　して、その職務を適切に行える人。
　農業委員会総会への出席、農地の権
　利移動および農地転用などの許可に
　係る現地調査・意見などの審議、農地
　利用の最適化のための活動。
▶任期　令和８年７月20日～
　　　　令和11年７月19日（３年間）
　　 農林課
○農地利用最適化推進委員
　農地利用の最適化に熱意と識見を有
　する人。
　農業委員会が定めた担当地区の農
　地利用の最適化のための活動、農地
　法に基づく申請、案件に対する現地
　調査（農業委員と連携）。
▶任期　委嘱の日（令和８年７月農業委員
　　　　 会総会）～令和11年７月１９日
　　 農業委員会事務局

第２３回長崎県ねんりんピック参加者募集
　県内在住の60歳以上の人であれば
誰でも参加できます。「ねんりんピック彩
の国さいたま2026」の予選も兼ねて行
います。
　昭和42年4月1日以前に生まれた人。
　囲碁は中学生以下も可。将棋は年齢

　制限なし。
　2月27日（金）
　個人競技500円。チーム競技は競技
　によって異なる。
○スポーツ交流大会
　5月9日（土）ほか
▶競技　卓球、テニス、ソフトテニス、ソ
　フトボール、ゲートボール、ペタンク、
　ゴルフ、マラソン、弓道、剣道、グラウン
　ド・ゴルフ、太極拳、ソフトバレーボー
　ル、サッカー、水泳、ボウリング、バウ
　ンドテニス、パークゴルフ
○文化交流大会
　4月  5日（日）　将棋
　5月  9日（土）　囲碁
　5月17日（日）　健康マージャン
　（公財）長崎県すこやか長寿財団
　（☎095-847-5212）　

大型特殊・けん引（農耕車）安全特別研
修の募集
　前期（４月～７月）、後期（１０月～１２月）
　水曜研修、金曜試験と
　木曜研修、金曜試験
　無料（ただし、運転免許試験場での受
　験及び交付にかかる手数料がかかり
　ます。）
※詳細については長崎県立農業大学校
　のホームページを確認してください。
　　 島原振興局　農業企画課
　　（☎62-3610）

令和８年度保育所・認定こども園の入所
申込みの受付
▶入所できる児童
　保護者が仕事または病気などの理由で
　保育を必要とする事由に該当する児童。
　１月15日（木）まで
※受付期間終了後も随時受け付けますが、
　期間内に提出した人を優先しますので希
　望の園に入れない場合があります。
　こども課または有明支所に備付けの
　申込書に必要書類を添付し、提出し
　てください。申込書は市ホームページ
　からもダウンロードできます。
※満３歳以上の児童で、認定こども園(教
　育部分)での教育を希望する場合は、
　直接、施設に申し込んで
　ください。
　　 こども課、有明支所

募　集
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